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代表質問（要旨）

産科の再開が期待される日製日立総合病院

来年7月の運用開始が期待される
ドクターヘリ

委
員
（
自
民
）　

竜
巻
の
被
災
者
に
対
し
、

龍
ケ
崎
市
及
び
土
浦
市
で
は
見
舞
金
の

支
給
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
他
県
で
も

三
十
二
道
県
で
独
自
の
支
援
制
度
を
有

し
て
い
る
と
聞
く
。
本
県
と
し
て
も
見

舞
金
等
独
自
の
支
援
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

知
事　

こ
れ
ま
で
災
害
の
見
舞
金
は
市

町
村
の
み
で
県
と
し
て
は
実
施
し
て
は

い
な
か
っ
た
が
、
他
県
の
状
況
等
も
踏

ま
え
、
今
回
の
よ
う
な
局
地
的
な
災
害

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
早
急
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
支
援
制
度
の
対
象
の
見
直
し
、

災
害
支
援
情
報
窓
口
の
一
元
化
な
ど
も

質
問
）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
自
民
）　

知
事
は
、
今
任
期
中
の

四
年
間
で
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
に
ど

の
よ
う
な
道
筋
を
立
て
て
い
く
つ
も
り

な
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、

特
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
て
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
伺
う
。

知
事　

水
質
改
善
の
た
め
に
は
汚
濁
負

荷
の
中
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る

生
活
排
水
や
、
面
源
負
荷
と
言
わ
れ
て

い
る
農
地
か
ら
の
負
荷
削
減
が
重
要
。

霞
ヶ
浦
は
県
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、

県
政
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
水

質
浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
空
港
の
開
港
日
な
ど

の
見
込
み
、
行
方
地
域
の
農
業
の
活
性

化
策
な
ど
も
質
問
）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
共
産
）　

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ

い
て
、
所
得
制
限
や
一
部
自
己
負
担
な

し
に
、
中
学
卒
業
ま
で
完
全
無
料
化
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
知
事
の
見
解
を
伺

う
。

知
事　

中
学
卒
業
ま
で
完
全
無
料
化
は

積
極
的
に
進
め
た
い
が
、
社
会
保
障
制

度
の
枠
組
み
の
中
で
国
が
統
一
し
て
実

施
す
る
の
が
最
も
よ
い
と
考
え
る
。
所

得
制
限
は
三
十
三
都
道
府
県
で
、
一
部

自
己
負
担
は
三
十
七
都
道
府
県
で
導
入

し
て
お
り
、
財
政
が
厳
し
い
た
め
今
後

も
継
続
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
職
員
と
教
員
の
採
用
増
、

茨
城
空
港
・
自
衛
隊
百
里
基
地
の
共
用

化
な
ど
も
質
問
）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
自
民
）　

本
県
で
は
、
今
後
十
年

間
に
千
五
百
人
も
の
警
察
官
が
定
年
を

迎
え
る
た
め
、
急
激
な
世
代
交
代
に
よ

る
警
察
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
警

察
官
の
大
量
退
職
に
伴
う
警
察
力
の
維

持
向
上
策
を
伺
う
。

警
察
本
部
長　

教
育
訓
練
の
充
実
の
た
め
、

捜
査
員
の
系
統
立
て
た
育
成
や
、
退
職

警
察
官
に
よ
る
技
術
伝
承
な
ど
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
優
秀
な
人
材
確
保
の

た
め
、
募
集
活
動
の
強
化
や
各
種
広
報

媒
体
を
通
じ
た
広
報
活
動
な
ど
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
、

企
業
倒
産
の
実
態
と
県
の
緊
急
経
済
対

策
融
資
の
効
果
な
ど
も
質
問
）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
民
主
）　

四
月
の
組
織
再
編
で
特

殊
車
両
通
行
許
可
申
請
の
取
扱
窓
口
が

県
内
十
二
カ
所
か
ら
半
減
し
、
特
に
県

西
で
は
筑
西
土
木
事
務
所
だ
け
で
あ
り
、

許
可
事
務
の
一
部
に
遅
れ
が
生
じ
て
い

る
と
も
に
、
遠
方
の
申
請
者
は
不
便
を

き
た
し
て
い
る
。
境
工
事
事
務
所
で
の

取
り
扱
い
を
復
活
す
べ
き
。

知
事　

今
回
の
組
織
見
直
し
は
行
財
政

改
革
の
一
環
で
行
っ
た
。
一
部
に
許
可

の
遅
れ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
申
請

者
は
窓
口
ま
で
の
距
離
よ
り
、
一
日
も

早
い
許
可
を
望
ん
で
お
り
、
迅
速
な
事

務
処
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
改
善
に
努
め

る
。

（
ほ
か
に
、
台
風
十
八
号
に
よ
る
被
災

者
へ
の
支
援
な
ど
も
質
問
）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
公
明
）　

本
県
の
犬
の
殺
処
分
数

は
六
千
百
八
十
九
頭
（
二
〇
〇
七
年
度
）

で
全
国
最
多
で
あ
る
。
殺
処
分
数
減
少

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

市
町
村
な
ど
が
行
う

避
妊
去
勢
手
術
の
助
成
制
度
活
用
の
広

報
や
、
繰
り
返
し
引
き
取
り
を
求
め
る

飼
い
主
へ
の
警
告
文
書
・
戸
別
訪
問
指

導
な
ど
で
安
易
な
繁
殖
・
飼
育
放
棄
を

抑
止
す
る
。
ま
た
、
迷
子
札
の
着
用
促

進
や
子
犬
の
譲
渡
会
な
ど
で
殺
処
分
数

の
減
少
に
努
め
て
い
く
。
犬
の
捕
獲
頭

数
の
多
い
鹿
行
地
域
で
の
実
態
調
査
も

実
施
す
る
。

（
ほ
か
に
、
消
費
者
行
政
の
推
進
な
ど

も
質
問
）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
自
民
）　

政
治
は
、
十
五
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
守
る
責
任
を
果
た
し
、
義

務
教
育
の
完
全
無
償
化
と
医
療
費
無
料

化
を
実
現
す
べ
き
。
新
政
権
の
子
ど
も

手
当
の
財
源
を
充
て
れ
ば
、
実
現
可
能

と
思
う
が
、
所
見
を
伺
う
。

知
事　

十
分
可
能
だ
が
、
恒
久
的
財
源

や
支
援
対
象
を
ど
う
す
る
か
、
医
療
費

無
料
化
は
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
増
や
し

医
療
機
関
の
破
た
ん
を
招
か
な
い
か
、

義
務
教
育
で
は
、
幼
稚
園
や
保
育
所
も

含
め
て
ど
う
す
る
か
、
な
ど
様
々
な
面

で
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
何
を
優
先
す
る

か
総
合
的
に
検
討
し
、
国
民
の
声
に
応

え
ら
れ
る
決
断
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
自
民
）  

暗
渠
（
あ
ん
き
ょ
）
排

水
事
業
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
配
管
が
増

え
て
き
て
い
る
が
、
耐
久
性
に
優
れ
環

境
に
優
し
く
地
場
産
業
の
育
成
に
も
資

す
る
素
焼
き
の
土
管
を
使
用
す
べ
き
で

あ
る
。
来
年
度
予
算
に
間
に
合
う
よ
う

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

農
林
水
産
部
長  

素
焼
き
土
管
は
材
料
が

入
手
し
易
く
適
用
土
質
が
幅
広
い
。
ま

た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
目
詰
ま
り
や
排

水
効
果
、
廃
材
の
処
分
方
法
の
検
証
が

必
要
で
あ
る
。
他
県
の
事
例
や
地
域
の

実
情
な
ど
も
踏
ま
え
、
技
術
検
討
会
の

中
で
、
早
急
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
県
立
農
業
高
校
に
お
け
る

実
習
助
手
の
採
用
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
民
主
）　

県
北
臨
海
部
で
は
、

常
勤
医
師
の
引
き
上
げ
に
伴
い
産
科

の
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
産
婦

人
科
医
師
は
、
全
国
的
に
も
な
り
手

が
少
な
く
減
少
し
て
い
る
。
産
科
医

療
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

知
事　

日
製
日
立
総
合
病
院
は
本
年

四
月
か
ら
産
科
を
休
止
し
て
い
た
が
、

常
勤
産
科
医
を
一
名
確
保
で
き
た
と

聞
い
て
い
る
。
県
内
医
療
機
関
か
ら

の
支
援
や
、
東
京
の
大
学
か
ら
の
後

期
研
修
医
の
派
遣
に
つ
い
て
も
目
処

が
立
ち
つ
つ
あ
る
の
で
、
正
常
分
娩

の
再
開
に
向
け
な
お
一
層
努
力
し
て

い
く
。
県
と
し
て
も
、
産
科
医
療
の

確
保
に
、
な
お
一
層
努
め
て
い
く
。

議
員　

総
額
十
四
・
七
兆
円
の
国
の

第
一
次
補
正
予
算
も
見
直
し
の
対
象

と
さ
れ
、
鳩
山
内
閣
で
精
査
の
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
県
に
与

え
る
影
響
と
今
後
の
対
応
は
。

知
事　

地
方
向
け
の
交
付
金
な
ど
が

執
行
停
止
や
中
止
と
な
っ
た
場
合
、

県
内
の
景
気
回
復
、
雇
用
情
勢
の
改

善
な
ど
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
市

町
村
や
民
間
事
業
者
の
施
設
整
備
な

ど
に
も
支
障
を
き
た
す
。
迅
速
か
つ

円
滑
に
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
国
に
強
く
働
き
か
け
て
い

く
。

議
員　

雇
用
の
確
保
と
地
域
経
済
の

再
生
の
た
め
に
は
国
、
県
、
企
業
、

労
組
の
連
携
を
よ
り
緊
密
に
し
、
産

業
構
造
な
ど
の
地
域
性
に
着
目
し
て
、

国
の
取
り
組
み
を
補
完
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

民
間
企
業
や
経
済
界
、
労
働

界
等
か
ら
意
見
、
提
案
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
追
加
の
経
済
・
雇
用
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
現
在
、

本
県
産
業
の
集
積
や
強
み
を
活
か
し
、

ど
の
よ
う
な
分
野
の
振
興
発
展
を
図

る
べ
き
か
、
意
向
調
査
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

必
要
な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
、

地
球
温
暖
化
対
策
、
本
県
農
業
の
振

興
と
農
業
者
個
別
所
得
補
償
制
度
な

ど
も
質
問
）

議
員
（
公
明
）　

全
国
初
の
試
み
と

な
る
複
数
病
院
連
携
に
よ
る
茨
城
方

式
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
で
は
、
病

院
間
の
調
整
役
で
あ
る
県
の
責
任
は

重
い
。
早
期
の
運
用
開
始
策
は
。

知
事　

二
カ
所
の
基
地
病
院
が
一
機

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
共
同
運
用
す
る

方
式
は
全
国
初
で
あ
る
。
運
航
前
に

統
一
の
運
航
基
準
を
作
成
し
、
両
病

院
で
同
様
の
運
航
体
制
が
と
れ
る
よ

う
調
整
し
て
い
く
。
来
年
七
月
の
運

航
開
始
後
は
運
航
調
整
委
員
会
を
設

置
し
、
運
営
に
万
全
を
期
す
。

議
員　

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
は
、

思
い
切
っ
て
小
学
校
卒
業
ま
で
の
拡

充
を
決
断
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所

見
を
伺
う
。

知
事　

現
在
、
小
学
生
以
上
を
対
象

と
し
て
い
る
の
は
四
都
県
の
み
で
あ

る
。
本
県
は
、
来
年
度
中
の
小
学
校

三
年
生
ま
で
の
拡
大
の
検
討
を
進
め

て
お
り
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水

準
に
な
る
。
自
己
負
担
額
や
所
得
制

限
は
現
行
水
準
を
据
え
置
く
方
向
で

検
討
中
だ
が
、
本
来
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
は
国
で
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、

国
に
要
望
し
て
い
く
と
と
も
に
知
事

会
な
ど
で
も
議
論
し
て
い
く
。

議
員　

県
出
先
機
関
の
一
部
だ
け
で

も
、
不
適
正
な
経
理
処
理
金
額
は
三

千
万
円
を
超
え
て
い
る
。
内
部
の
帳

票
検
査
も
、
す
べ
て
業
者
の
納
品
伝

票
な
ど
と
の
突
合
検
査
を
制
度
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
う
し

た
内
部
統
制
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
、

県
民
の
誰
も
が
納
得
で
き
る
対
応
は
。

知
事　

調
査
を
進
め
た
結
果
、
不
適

正
な
経
理
が
判
明
し
、
県
民
の
皆
様

に
は
大
変
申
し
訳
な
く
、
心
よ
り
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
調
査
結
果

は
で
き
る
限
り
早
急
に
公
表
し
た
い
。

ま
た
、
再
発
防
止
策
と
し
て
、
す
べ

て
の
物
品
調
達
に
納
品
書
の
保
管
を

義
務
付
け
、
検
査
の
際
に
支
出
書
類

と
突
合
す
る
こ
と
と
し
、
検
査
手
法

の
改
善
を
検
討
す
る
。
職
員
の
法
令

遵
守
意
識
の
徹
底
を
図
り
、
適
正
な

経
理
事
務
の
執
行
に
努
め
た
い
。

（
ほ
か
に
、
県
政
に
県
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
仕
組
み
、
地
域
医
療
再
生

基
金
を
活
用
し
た
地
域
医
療
の
充
実

策
な
ど
も
質
問
）

伊
沢　

勝
徳
（
自
由
民
主
党
）

横
山　

忠
市
（
自
由
民
主
党
）

大
内
久
美
子
（
日
本
共
産
党
）

福
地
源
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

青
山　

大
人
（
民　

主　

党
）

田
村
け
い
子
（
公　

明　

党
）

鈴
木　

徳
穂
（
自
由
民
主
党
）

白
田　

信
夫
（
自
由
民
主
党
）

●
質
問
者

予算特別委員会の主な質疑

県
北
臨
海
部
の
産
科
医
療
の
確
保
は

正
常
分
娩
の
再
開
に
向
け

な
お
一
層
努
力

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
早
期
運
用
開
始
策
は

来
年
七
月
に
二
病
院
を
基
地
に

統
一
運
航
基
準
で


